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曲面ｚ＝ｆ（ｘ，ｙ）の諸量
曲面ｚ＝ｆ（ｘ，ｙ ，座標曲線で表せば）

Ｔ＝（ｕ，ｖ ，ｆ（ｕ，ｖ ） ・・・①）

も，回転面と同様例としてよく扱われる．

ここでは，曲面①の第１基本形式，第２基本形式，法線ベクトル，クリストッフェルシ

ンボル，全曲率，平均曲率を計算する．活用していただきたい．

なお，以下

とおく．

Ｔ ＝（１，０，ｐ）ｕ

Ｔ ＝（０，１，ｑ）ｖ

Ｔ ＝（０，０，ｒ）ｕｕ

Ｔ ＝（０，０，ｓ）ｕｖ

Ｔ ＝（０，０，ｔ）ｖｖ

Ｔ ×Ｔ ＝（－ｐ，－ｑ，１）ｕ ｖ

単位法線ベクトルをｎとする．

⊿＝ とおく．

ｎ＝（－ｐ，－ｑ，１）／⊿
２ｇ ＝Ｅ＝１＋ｐ１１

ｇ ＝Ｆ＝ｐｑ１２

２ｇ ＝Ｇ＝１＋ｑ２２

ｈ ＝Ｌ＝ｒ／⊿１１

ｈ ＝Ｍ＝ｓ／⊿１２

ｈ ＝Ｎ＝ｔ／⊿２２

全曲率Ｋ，平均曲率Ｈは

Ｋ＝

Ｈ＝
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Γ ＝ ， Γ ＝１２ １２
１ ２

Γ ＝ ，Γ ＝２２ ２２
１ ２

曲面ｚ＝ｆ（ｘ，ｙ）の例は次の通り．

固有２次曲面では

１，楕円放物面

座標曲線は（ｕ，ｖ， ）となる．

２．双曲放物面

座標曲線は（ｕ，ｖ， ）となる．

それぞれの具体的な曲面の形は本文にあります．
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